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舞鶴若狭自動車道から三田市の郊外を通る主要幹線・ 国道 176号へのアクセス向上を図る 「県道三田西インター線

ノヾイパス事業 (清口と長坂)」 。事業着手から約20年を費やしてきた事業が終盤を迎え、2025年度中の完成まであと

一歩となった。工事に携わる兵庫県職員や建設会社社員に、導入が進む情報通信技術 (ICT)の 活用や建設業のや
りがいなどを聞いた。               .   (取 材協力=兵庫県建設業育成魅カアウプ協議会 )

「 ク
Ｌ

三
田
西
イ
ン
タ
ー
線
道
路

工
事
で
活
躍
す
る
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
な
ど
の
ｉ
Ｃ
Ｔ
建

設
機
械

三田西インター線バイパス事業 維口_長坂)

三
田
西
イ
ン
タ
ー
線
の
工
事
に

発
注
者
の
監
督
員
と
し
て
携
わ

っ

て
い
る
。
設
計
や
積
算
の
ほ
か
、

工
事
監
理
や
地
元
調
整
に
あ
た

っ

て
き
た
。
着
手
か
ら
約
２０
年
を
費

や
し
て
き
た
工
事
が
無
事
終
わ
る

よ
う
気
を
引
き
締
め
て
臨
ん
で
い

る
。入

庁
し
て
約
３０
年
。
普
及
の
進

む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使

っ
た
施
工
に
は

一

昨
年
か
ら
関
わ
り
始
め
た
。
現
場

で
働
く
受
注
会
社
の
皆
さ
ん
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
を
ス
マ
ー
ト
に
使

い
こ
な
す
姿
が
頼
も
し
く
、
ア
ナ

′ロ
グ
世
代
の
私
も
徐
々
に
慣
れ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

事
業
に
は

「測
量
」

霊
竪
型

「施
工
」

「検
査
」
の
４
段
階
が

あ
る
中
で
、
　
祠
撃
置

は
ド
ロ
ー

ン
、

「施
Ｉ
」
は
Ｉ
Ｇ
Ｔ
建
設
機

械
を
主
に
使

っ
て
技
術
革
新
が
進

ん
で
い
る
。
し
か
し

「設
計
」
段

階
に
は
ま
だ
平
面
図
形
が
多
く
使

わ
れ
て
い
る
。
２
次
元
の
設
計
で

は
細
か

い
部
分

で
ミ
ス
が
発
生

し
、
施
工
時
に
修
正
が
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、
３
次

元
の
設
計
が
普
及
す
れ
ば
ミ
ス
は

減
る
と
考
え
る
「
首
尾

一
貫
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
フ
ル
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
大
幅
な
時
間
短

縮
や
品
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
だ

ろ
う
。
　

　

　

．

土
木
工
学
は
、
英
語
で

「
シ
ビ

ル

・
エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
」
。
シ

ビ
ル
に
は
市
民
と
い
う
意
味
が
あ

る
た
め
、
土
木
と
い
う
よ
り
市
民

工
学
と
私
は
個
人
的
に
解
釈
し
て

い
る
。
も
の
づ
く
り
の
仕
事
の
根

源
に
、
市
民
の
た
め
に
と
い
う
概

念
を
持
ち
続
け
た
い
。

三田業務所課長補佐

田中芳樹さん
３
次
元
設
計
の
技
術
革
新
期
待

■

完成した橋りょう区間 (220れ)。 2026年 3月の
開通に向け、仕上げの工事を行っている「三田西
インター線バイバス事業」=三田市博口

株式会社ウエダ建設
(丹波市)

上田 隆之さん
「遠
隔
臨
場
」
受
発
注
者
に
利
点
ヽ

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
の
導
入
が
進

ん
で
い
る
と
感
じ
る
。

ま
た
遠
隔
臨
場
で
は
、
わ
れ
わ

れ
受
注
者
が
ス
マ
ー
ド
フ
ォ
ン
で

材
料
や
施
工
現
場
を
撮
影
し
、
発

注
者
の
県
の
監
督
員
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
チ

ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

っ

た
ｏ
現
場
で
行
う
従
来
の
立
ち
会

い
と
比
べ
て
、
発
注
者
が
現
場
に

来
る
ま

で
の
待
ち
時
間

を
な
く

し
、
次
の
工
程
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
複
数
現
場
を
掛
け
持
ち
す

る
発
注
者
側
も
移
動
時
間
削
減
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ

っ
た
と
聞
い
た
。

当
社
は
時
代
に
合
わ
せ
て
新
技

術
導
入
を
積
極
的
に
進
め
る
ほ

か
、
週
休
２
日
制
確
保
や
持
続
的

な
賃
金
ア
ッ
プ
、
女
性
技
術
者
の

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ぜ

ひ
若
い
人
た
ち
に
建
設
業
に
興
味

を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
。

現
場
代
理
人
を
務
め
た
三
田
西

イ
ン
タ
ー
線
道
路
工
事
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
や

「遠
隔
臨
場
」

を
活
用
し
て
施
工
し
た
。
盛
り
上

工
事
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
自
動
制
御
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、

バ

ッ
ク
ホ
ウ

（油
圧
シ
ョ
ベ
ル
）

を
使
用
。
公
道
を
全
面
通
行
止
め

に
で
き
る
の
が
交
通
切
り
替
え
の

た
め
１０
日
間
の
み
と
決
め
ら
れ
た

中
で
、
盛
り
上
工
事
を
進
め
る
必

要
が
あ

っ
た
た
め
、
従
来
施
工
よ

り
約
１

・
５
倍
の
効
率
で
正
確
に

工
事
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械

が
特
に
役
立

っ
た
。

当
社
は
複
数
の
現
場
で
併
用
で

き
る
よ
う
に
（
４
台
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建

設
機
械
を
自
社
保
有
し
て
道
路
や

河
川
な
ど
の
工
事
に
あ
た

っ
て
い

る
。
当
社
が
本
社
を
置
く
丹
波
地

方
の
建
設
会
社
は
、
県
内
で
も
特

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
動
画
視
聴
し
て

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
と
道
路
を
立
体

交
差
さ
せ
る
た
め
、
清
口
交
差
点

を
４
房
か
さ
上
げ
す
る
工
事
の
現

場
代
理
人
を
務
め
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
完
成
を
心
待
ち
に
す
る
地
元

住
民
の
声
を
多
く
耳
に
し
て
き
て

お
り
、
そ
の
工
事
に
携
わ
れ
て
や

り
が
い
を
感
じ
る
し
、
来
年
に
は

完
成
を
迎
え
る
こ
と
を
う
れ
し
く

思
う
。
　

一

神
戸
市
北
区
出
身
で
、
造
成
地

に
次
々
と

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
生
ま

れ
る
様
子
を
見
て
育

っ
た
。
そ
し

て
建
設
業
に
携
わ
る
父
の
姿
を
見

て

「
こ
う
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

仕
事
が
し
た
い
」
と
同
じ
道
に
進

ん
だ
。
土
木
工
事
は
道
路
や
橋
な

ど
を
ゼ
ロ
か
ら
形
に
す
る
興
味
深

い
仕
事
。
完
成
し
て
発
注
者
に
引

き
渡
す
と
き
は
、
い
つ
も
構
造
物

を
見
な
が
ら
感
慨
深
い
気
持
ち
に

な
る
。
建
設
業
は
、
元
気
で
明
る

い
人
が
多
い
印
象
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
人
見
知
り
で
黙
々
と

仕
事
を
す
る
タ
イ
プ
の
私
で
も
間

題
は
な
い
し
、
一
現
場
で
は
い
ろ
ん

な
性
格
の
人
が
働
い
て
い
る
。

当
社
も
世
の
中
の
流
れ
に
乗

っ

て
、
３
一年
前
か
ら
自
社
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

建
設
機
械
を
保
有
し
て
い
る
。
工

事
の
前
段
階
の

「丁
張
り
」
と
い

う
工
程
が
不
要
に
な
り
、
，労
力
が

軽
減
さ
れ
た

ヽ。
さ
ま
ざ
ま
な
建
設

会
社
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
の
働
く

動
画
を

ユ
ー
チ

ュ
ー
プ
に
投
稿
し

て
い
る
の
で
、
機
械
や
も
の
づ
く

り
に
興
味
が
あ
る
若
い
人
に

一
度

視
聴
し
て
ほ
し
い
。

株式会社宮本組
(三田市)

前田 正勝 さん
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□ 生重要〒

イ

基底貼 望遷重翡巽讐軍 ヲ

ターチ ェ ンジ (IC)と 国道 176号を、三 田市
長坂でつな ぐ延長 857れ (土工区間 637れ、橋 り
ょう区間 220術)の県道 (2車線 )を整備 する。
現在、 国道 176号か ら三 田西 ICへ 向か うに
は大 き くう回する必要 があ り、一部 区間が 1車
線 のため大型車や歩行者の通行 に不便 な状況。

また、並行 して走 る市道長坂溝 回線 は通学路 と
な っているが、歩道 と車道が分かれ ていない上

に交通量が増加 し危 険な状態が続 いていた。
この区間を 」R福知 山線 と立体交差するバ イ
パスで直結 する ことで、高速道路へのア クセス
を向上 させ、、歩道 も設置す る ことで、安全 で円

滑な交通 を確保す る。工業 団地・ テクノパ ーク
ヘの物流機能強化 にもつなが る。


